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平成 22 年 2 月 19 日 

各  位 
会社名  イ ハ ラ サ イ エ ン ス 株 式 会 社 
代表者名 代 表 取 締 役 社 長  中 野  琢 雄 
所在地  東 京 都 品 川 区 大 井 4 - 1 3 - 1 7 

（コード番号 ５９９９） 
問合せ先 執行役員経営統轄室長 杉山 勝美 

ＴＥＬ（０３）５７４２-２７０１ 
 

子会社の吸収合併（簡易合併・略式合併）に関するお知らせ 
 
 当社は、平成 22 年４月１日を効力発生日として、当社の 100％出資会社であるイハラシステ

ムエンジニアリング株式会社（以下「イハラシステムエンジニアリング」といいます。）を吸収

合併することを決定いたしましたので、下記のとおりお知らせいたします。 
 なお、本合併は、100％出資子会社を対象とする吸収合併であるため、開示事項・内容を一部

省略して開示しております。 
 

記 
 
1．合併の目的 
  イハラシステムエンジニアリングは、当社の 100％出資子会社であり、配管工事ならび 
 に機械器具設置工事の設計、施工及び請負を行なってきました。このたび、当社はイハラ 
システムエンジニアリングとの経営資源を集約し、更なる収益向上と経営効率化を図るた 
め、同社を吸収合併することといたしました。 

 
2．合併の要旨 
（1）合併の日程 
   合併契約締結の決定     平成 22 年２月 19 日 
   合併契約締結日       平成 22 年２月 19 日 
   合併承認株主総会 
    当社           会社法第 796 条第３項に規定する簡易合併であるため、 

当社の合併契約承認株主総会は開催いたしません。 
    イハラシステムエンジニアリング 
                 会社法第 319 条第１項に基づく議決権を行使することが 

できる株主全員の同意による株主総会 
   合併の予定日（効力発生日） 平成 22 年４月１日 

    
（2）合併の方式 
   当社を存続会社とする吸収合併方式で、イハラシステムエンジニアリングは解散します。 
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（3）合併に係る割当ての内容 
   当社は、イハラシステムエンジニアリングの全株式を保有していますので、本合併による 

株式の割当てその他の対価の交付は行いません。 
 
（4）消滅会社の新株予約権及び新株予約権付社債に関する取扱い 
    イハラシステムエンジニアリングは、新株予約権及び新株予約権付社債を発行しており 

ません。 
 
 

3．合併当事会社の概要 
（1）商号 イハラサイエンス株式会社 

（存続会社） 
イハラシステムエンジニアリン

グ株式会社（消滅会社） 
（2）事業内容 配管用継手・バルブの製造及

び販売、配管システムならび

に配管システムを構成する部

材等の設計・製造・請負及び

販売 

配管設計・施工 

（3）設立年月日 昭和 22 年５月 21 日 昭和 45 年 10 月１日 
（4）本店所在地 東京都品川区大井四丁目 13

番 17 号 
静岡県伊豆市熊坂 464 番地 

（5）代表者の役職・氏名 代表取締役社長 中野琢雄 代表取締役社長 日向信一 
（6）資本金 
(平成 21年 12月 31日現在) 

1,564 百万円 150 百万円

（7）発行株式数 
(平成 21年 12月 31日現在) 

14,000,000 株 300,000 株

（8）決算期 3 月 31 日 3 月 31 日

（9）大株主及び持ち株 
比率 

(平成 21 年９月 30 日現在) 

ﾕﾆ･ﾁｬｰﾑ株式会社   9.29%
株式会社高原興産   8.81%
有限会社ﾕﾆﾃｯｸ    3.89%
株式会社ｱｸｴｲﾄ    3.81%
ｲﾊﾗｻｲｴﾝｽ取引先持株会 3.77%

ｲﾊﾗｻｲｴﾝｽ株式会社    100% 

（10）直前事業年度の財政状態及び経営成績（平成 21 年３月期） 
純資産（百万円） 6,937（連結） 404（個別）

総資産（百万円） 11,637（連結） 523（個別）

1 株当たり純資産（円） 588.59（連結） 1,349.40（個別）

売上高（百万円） 10,673（連結） 503（個別）

営業利益（百万円） 1,426（連結） △53（個別）

経常利益（百万円） 1,411（連結） △51（個別）

当期純利益（百万円） 727（連結） △36（個別）

1 株当たり当期純利益（円） 57.45（連結） △120.35（個別）

 
4．合併後の状況 
   本合併による当社の商号、事業内容、本店所在地、代表者、資本金及び決算期についての 

変更はありません。 
 
5．今後の見通し 
   本合併は、当社の 100％出資の連結子会社との合併であるため、連結業績への影響はあり 

ません。 
以   上 


